
別紙１

 1. 継続事業の前提に関する注記
特になし

 2. 重要な会計方針
（1）　固定資産の減価償却の方法
◇有形固定資産および無形固定資産：定額法
◇リース資産
　　・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

→ 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
→ リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

（2）　引当金の計上基準
◇ 退職給付引当金：一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会の退職給付制度に基づく事業主負担額を計上
◇ 賞与引当金：翌期に支給する賞与のうち、支給対象期間が当期に帰属する支給見込み額を計上

 3. 重要な会計方針の変更
特になし

 4. 法人で採用する退職給付制度
一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会の退職給付制度に加入

 5. 法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分
当法人の作成する計算書類は以下の通りになっている。

（1） 法人全体の計算書類（第一号の一様式、第二号の一様式、第三号の一様式）
（2） 事業区分別内訳表（第一号の二様式、第二号の二様式、第三号の三様式）
（３） 社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第一号の三様式、第二号の三様式、第三号の三様式）
（4） 公共事業における拠点区分別内訳表（第一号の三様式、第二号の三様式、第三号の三様式）

当法人では公益事業を実施していないため省略する。
（５） 収益事業における拠点区分別内訳表（第一号の三様式、第二号の三様式、第三号の三様式）
（６） 各拠点区分におけるサービス区分の内容
ア法人本部事務局拠点（社会福祉事業）

・ 「法人事務局」
・ 「退職給付金」

イ長生園拠点（社会福祉事業）
・ 「養護老人ホーム仙台長生園」
・ 「特定施設仙台長生園」

ウ楽生園拠点（社会福祉事業）
・ 「特別養護老人ホーム仙台楽生園」
・ 「老人短期入所仙台楽生園」
・ 「楽園デイサービスセンターいこい」
・ 「楽園デイサービスセンターなごみ」
・ 「グループホーム楽庵」
・ 「葉山ヘルパーセンター」
・ 「障害者ヘルパーセンター」
・ 「葉山地域包括支援センター」
・ 「葉山ケアプランセンター」　（公益事業）
・ 「葉山訪問看護センター」　（公益事業）
・ 「葉山デイサービスセンター」

エ創快館拠点（社会福祉事業）
・ 「軽費老人ホームケアハウス創快館」　

オ仙台つばさ荘拠点　（社会福祉事業）
カ仙台むつみ荘拠点　（社会福祉事業）
キ仙台保育園拠点　（社会福祉事業）

・ 「仙台保育園」
・ 「病児・病後児保育室ぱんだ」

ク富沢わかば保育園拠点　（社会福祉事業）
ケ柏木保育園拠点　（社会福祉事業）
コ仙台市中山保育所拠点　（社会福祉事業）
サ沖野拠点　（社会福祉事業）

・ 「仙台市沖野老人福祉センター」
・ 「仙台市沖野デイサービスセンター」
・ 「沖野居宅介護支援センター」　（公益事業）

シ学校拠点　（収益事業）
・ 「仙台理容美容専門学校」

計算書類に対する注記(法人全体用)



ス不動産賃貸業拠点　（収益事業）
・ 「不動産賃貸業」

 6. 基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位:円)

 7. 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
該当なし

 8. 担保に供している資産
　担保に供されている資産は、以下のとおりである。

土地　仙台市青葉区葉山町176番2　　　　　　　　　　　　　621,569,000円
土地　仙台市青葉区葉山町124番1　　　　　　　　　　　　　　4,075,000円
土地　仙台市青葉区葉山町176番99　　　　　　　　　　 　　130,537,000円
建物　仙台市青葉区葉山町176番地2　家屋番号176番2の5　　 554,691,707円
建物　　〃　 176番地2、176番地99　家屋番号176番2の6　　 772,578,632円
建物　仙台市青葉区葉山町176番地2　家屋番号176番2の4　　   9,986,956円
　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,093,438,295円

担保に供している債務の種類および金額は、以下のとおりである。
独立行政法人福祉医療機構 （仙台楽生園ユニットケア施設群建物建設借入金）

 9. 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位:円)

10. 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は、以下のとおりである。

(単位:円)

13. 重要な偶発債務
該当なし

14. 重要な後発事象
該当なし

15. その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにす

　　 るために必要な事項

該当なし

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
土地 921,625,951 0 0 921,625,951
建物 1,897,999,235 2,225,934 88,936,538 1,811,288,631

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147,000,000円
　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147,000,000円

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物附属設備 79,987,088 0 6,801,204 73,185,884
合計 2,899,612,274 2,225,934 95,737,742 2,806,100,466

建物附属設備 94,567,166 21,381,282 73,185,884
小計 3,601,783,801 1,717,309,286 1,884,474,515

基本財産
建物 3,507,216,635 1,695,928,004 1,811,288,631

建物附属設備 31,130,825 24,660,484 6,470,341
構築物 63,146,658 31,611,810 31,534,848

その他の固定資産
建物 1,460,254,390 558,008,034 902,246,356

器具及び備品 507,045,215 431,490,214 75,555,001
リース資産 53,043,984 25,691,104 27,352,880

機械及び装置 577,500 577,499 1
車輌運搬具 35,536,788 31,049,239 4,487,549

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高
該当なし

小計 2,150,735,360 1,103,088,384 1,047,646,976
合計 5,752,519,161 2,820,397,670 2,932,121,491

合計 0 0 0


